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県連リハ技術者交流集会を開催しました
7月7日（土）、くわみず病院にて県連リハ技術者交流集会が開催され、在籍35名中27名が参加。
記念講演では、小林真一医師（くわみず病院）より「家庭医療専門医からリハビリに期待する
こと」と題し、事例を通して人間中心の医療・ケア、等をわかりやすく話して頂きました。
「総会決定集」と「民医連新聞」を活用したSGDでは、アンケートで現状を把握し、新聞を読ん
だ後に興味・関心のあった記事を発表しあい、民医連運動の理解を深めました。「結構、興味
のある記事があることに気付きました」、「今後は毎回読んで活用したい」等の感想が寄せら
れました。 なお、小林先生の講演は内容に夢中になりすぎてしまい、撮り忘れてしまいました・・。
協立クリニック 宮村潤一

県連薬剤師部会総会を開催しました
6月30日（土）15：30～17：30、県連薬剤師部会総会を開催しました。

第一部は中外製薬 安全性コミュニケーション部 曽根様を講師に迎え『医
薬品リスク管理計画（RMP）の概要・利活用の紹介および添付文書記載要領
改訂内容の紹介』と題した学習会を行いました。RMPは新薬評価や副作用モ
ニターといった主要な薬剤師活動に欠かせない情報源ですが未だ認知度が低
く十分に活用できていない現状がある中、大変有意義な学習会となりました。
第二部は各委員会から総括と方針の報告と卒後2年目研修報告があり、日々
の地道な薬剤活動や研修状況を共有することができました。
年２回開催の部会総会ですが、今回参加率50％と少し寂しい会となりまし

た。内容や開催時期の検討が必要なのかもしれません。田代美由紀


